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犀中イグ OLYMPIC 2020 
生徒会執行部プロデュース企画 

 今年度は、コロナウイルスの影響による長期休校のため２

ケ月近く学校が始まるのが遅れました。再会した後も感染予

防のために多くの行事が中止、縮小されました。何か一つ楽

しくてクラスがまとまれるものを全校生徒で取り組みまし

た。個人の部「謎解き」「手先器用選手権」「ボーリング」「デ

ィスゲッター」「コーンホール」「射的・ダーツ」団体種目

「スエーデンリレー」「アジャタ」をルールや感染症対策に準

じて実施しました。 

生徒会執行部の６人の皆さん、企画から運営までありがと

うございました。思いを声に声を形に自分たちの学校を自分

たちで変えていく生徒会活動でした。 

  

 

修学旅行について  

 コロナ第３波について危惧しているところですが、修学

旅行を３月 15日(月)～17日(水)に延期し、関西方面に行く

方向で調整しています。３ケ月前(12 月の中旬)に再度、確

認・判断をし、１月に修学旅行説明会を実施する予定で

す。取消料は旅行開始日の前日から起算してさかのぼって

２０日目にあたる日から発生します。 

 

みやこ町立犀川中学校 校長 飯田恵文 

令和２年 1２月７日   No.９ 

整美委員会 
 今年度の目標は美化コンクールや校外清掃の時だけでなく 

普段からきれいにしておく。整美委員会の活動のおかげで学校 

がきれいになっています。今後もこの活動を継続して欲しいで 

す。（昨年度の反省･･･教室やげた箱が汚い。） 

               

   第３７回福岡県中学校新人体育大会(サッカー) 

 第３７回福岡県中学校新人サッカー大会が福岡フットボールセ

ンターで 11／23(月)、29(日)開催されました。１回戦飯塚鎮西中

に４－０、２回戦高宮中に５－０そして、準決勝自由ケ丘中に

２－１で勝ち、決勝では原中央中に５－０で快勝し、優勝しま

した。おめでとうございます。日々の練習の成果でしょう。キャ

プテンを中心にチームワークの良いチームです。挨拶もよくで

きるようになりました。顧問の先生および関係者の指導に感謝

しています。また、試合中は、ピッチに立っている仲間を励ます

声かけをよく聞きます。とても好感の持てるチームです。サッ

カーの技術面（スキル）とともにマナー面でも成長していき、犀

川中学校サッカー部の良き伝統をつくり上げて欲しいです。保

護者の皆様、関係者の皆様には心からお礼申し上げます。第３

波のコロナ禍で心配されていますが、３月の下旬に九州大会が

鹿児島で予定されています。健闘を祈ります。 

 

 

「絶対にあきらめない」心に刻む 

「絶対にあきらめるな」。昨年９月、東京五輪の代

表内定がかかった世界選手権で、私は３回戦で負けて

翌日の敗者復活戦に回ることに。宿舎に戻るバスでコ

ーチが渡してくれた本にこの一節がありました。幕末

の思想家の名言集にあった「 徒
いたずら

に自ら非蹙
ひしゅく

して已
や

む

べからず」。自分から勝手に悲観し、やめてはいけな

いという意味ですが、意訳すると「絶対にあきらめる

な」。落ち込んでいたので全部を読む気はなかったん

ですが、パッと開いたページにこの言葉が。あきらめ

かけていた自分にぴったりとはまりました。銅メダル

を取って東京五輪の切符をつかんだ後、改めて本を読

み返し、気に入った 11 の言葉をスマホのカメラでと

りました。自分自身を鼓舞するフレーズが多いのは、

何でかな？ 

姉の存在があるかもしれません。リオデジャネイロ

五輪から４年連続世界一の梨紗子。昔は「金メダリス

トの妹」と言われるのが嫌でした。強い人と一緒にい

るから強くなるわけでもありません。 

ならば、自分が強くなり、追いつく 

しかないと切り替えました。練習し 

た分だけ結果として返ってくる。 

最後に頼れるのは自分―。保存した 

言葉を大切にしながら「姉妹で金」 

の目標に向けて頑張ります。 

引用文献 朝日新聞 私の一冊 

レスリング 川井友香子 

「吉田松陰の魂が震える言葉－人は 

必ず伸びるー」        野中根太郎 

 

 

 

 
農業体験について(2年生) 

 コロナ禍の中で例年通りの職場体験学習ができなくなり、今

年度は犀川校区の農業体験を実施しています。地域のよさを見

つけるために教育ファーム事業と兼ねて実施しました。「農業

の楽しさ」についての講演を聞きました。 

性教育について 
国際医療福祉大学大学院、助産学分野、佐藤香代 

教授を招聘して性教育講演会（３年生）をしました。 

「性とともに生きる～人はなぜ性を選んだのか～」 

・個性の尊重、男子主導ではなく一人ひとりを大切に

思いやる。・いのちの奇跡・性感染症についての話を

聞きました。講話のねらいは、「お互いの性を尊重

し、お互いを思いやる気持ち 

、思いやる行動ができるよう 

な男女関係になって欲しい。」 

です。 

生徒は性について考える契機 

になりました。 

 

 


